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は
じ
め
に

　

二
〇
一
八
年
六
月
、
過
労
死
遺
族
や
労
働
組
合
ら
が

強
く
抗
議
す
る
な
か
、
働
き
方
改
革
関
連
法
が
制
定
さ

れ
、
時
間
外
労
働
に
関
す
る
罰
則
付
き
の
上
限
規
制
が

わ
が
国
で
初
め
て
成
立
し
た
。
過
労
死
遺
族
ら
の
批
判

は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
者
を
労
働
時
間
規
制
か

ら
外
す
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
や
、
法
案
か

ら
途
中
で
撤
回
さ
れ
た
裁
量
労
働
制
の
拡
大
な
ど
、
労

働
時
間
規
制
の
緩
和
策
が
抱
き
合
わ
せ
で
導
入
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
た
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
単
月
で
一
〇
〇

時
間
未
満
、
複
数
月
で
八
〇
時
間
の
時
間
外
労
働
の
容

認
と
い
う
、
法
案
の
建
て
前
と
は
逆
に
過
労
死
ラ
イ
ン

の
働
か
せ
方
を
法
で
認
め
る
と
い
う
そ
の
内
容
に
も
向

け
ら
れ
て
い
た
。
は
た
し
て
こ
れ
で
過
労
死
が
な
く
な

る
の
か
。
む
し
ろ
、
各
企
業
の
時
間
外
労
働
の
上
限
値

が
こ
こ
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
労
災

認
定
行
政
や
企
業
に
対
す
る
民
事
の
責
任
追
及
で
マ
イ

ナ
ス
の
影
響
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と

が
懸
念
さ
れ
た
。
し
か
も
、
七
二
〇
時
間
の
年
間
上
限

値
に
は
休
日
労
働
は
含
ま
れ
ず
、
そ
の
分
を
含
め
る
と

年
間
で
九
六
〇
時
間
ま
で
の
時
間
外
・
休
日
労
働
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
が
法
案
審
議
の
途
中
で
明
ら
か
に
さ
れ

た
。

　

こ
う
し
た
、
お
よ
そ
過
労
死
職
場
の
現
状
を
変
え
る

に
は
程
遠
い
規
制
が
導
入
さ
れ
た
一
方
で
、
そ
の
適
用

さ
え
も
猶
予
・
除
外
さ
れ
る
職
場
が
残
っ
た
。
そ
の
一

つ
が
自
動
車
運
転
業
務
で
あ
る
（
図
表
１
）。
同
業
務

に
は
、
改
正
法
施
行
の
五
年
後
に
上
限
規
制
が
適
用
さ

れ
る
。
そ
の
上
限
時
間
は
年
九
六
〇
時
間
で
あ
る
（
休

日
労
働
は
別
枠
）。
ま
た
、
一
般
則
の
適
用
は
引
き
続

き
検
討
事
項
と
さ
れ
た

�

�

�

�

�

�

�

�

。

　

自
動
車
運
転
労
働
者
（
以
下
、
運
転
労
働
者
）
の
長

時
間
労
働
を
特
集
し
た
今
号
で
の
本
稿
の
役
割
は
、
政

府
統
計
調
査
に
も
と
づ
く
彼
ら
の
労
働
条
件
や
そ
の
背

景
に
あ
る
問
題
点
な
ど
を
整
理
し
、
現
場
か
ら
の
各
報

告
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
同
様
の
問
題
意
識
で
本

誌
に
か
つ
て
書
い
た
川
村
（
二
〇
一
二
ａ
）、（
二
〇
一

二
ｂ
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
整
理
し
た
政
府
統

計
で
は
、
基
本
的
に
は
雇
用
さ
れ
た
者
を
対
象
に
し
て

い
る
が
、
長
時
間
労
働
の
是
正
は
自
営
の
運
転
者
を
含

◉
特
集
／
自
動
車
運
転
者
の
長
時
間
労
働

自
動
車
運
転
労
働
者
の
労
働
条
件
と
労
働
時
間
規
制
の
現
状

川
村
雅
則
　
北
海
学
園
大
学
教
授

出所：厚生労働省「働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律（概要）」より一部を抜粋。
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む
職
業
運
転
者
全
体
の
課
題
で
あ
る
。

規
制
緩
和
と 

政
府
統
計
に
み
る
運
転
者
の
労
働
条
件

◆
―
規
制
緩
和
政
策
の
導
入

　

従
業
員
数
で
二
〇
〇
万
人
を
、
運
転
者
数
で
一
〇
〇

万
人
を
超
え
る
自
動
車
運
送
業
が
わ
れ
わ
れ
の
日
々
の

生
活
を
支
え
て
い
る
（
図
表
２
）。
貨
物
輸
送
（
ト
ン

ベ
ー
ス
）
で
は
、
自
営
を
含
め
る
と
九
割
が
自
動
車
に

よ
る
輸
送
で
あ
る
。
旅
客
輸
送
（
輸
送
人
員
）
で
は
、

バ
ス
が
約
四
六
億
人
、
タ
ク
シ
ー
が
約
一
四
億
五
〇
〇

〇
万
人
を
運
ん
で
い
る
（
二
〇
一
六
年
度
）。

　

し
か
し
、
自
動
車
運
送
事
業
は
そ
の
九
割
以
上
が
中

小
事
業
者
に
分
類
さ
れ
、
経

営
基
盤
は
脆
弱
で
あ
る
。
運

送
費
に
占
め
る
人
件
費
の
割

合
も
高
く
、
事
業
者
間
の
競

争
が
運
転
者
の
賃
金
・
労
働

条
件
に
向
か
い
が
ち
で
あ
る
。

し
か
も
ト
ラ
ッ
ク
や
貸
切
バ

ス
で
は
、
荷
主
や
旅
行
業
者

と
の
間
の
契
約
面
に
お
い
て

不
利
な
状
況
に
置
か
れ
―
―

現
実
に
は
、
優
越
的
地
位
の

濫
用
の
認
定
や
公
正
取
引
行

政
の
介
入
は
困
難
で
あ
る
―

―
、
運
送
業
者
だ
け
の
努
力

で
労
務
管
理
や
運
行
管
理
を
整
備
す
る
の
は
容
易
で
は

な
い
。

　

こ
う
し
た
特
徴
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
交
通
政
策
の

転
換
―
―
ト
ラ
ッ
ク
事
業
に
お
け
る
一
九
九
〇
年
の
い

わ
ゆ
る
物
流
二
法
（
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
、
貨
物

運
送
取
扱
事
業
法
）
の
施
行
を
皮
切
り
と
す
る
、
自
動

車
運
送
業
に
お
け
る
規
制
緩
和
政
策
で
あ
っ
た
（
図
表

３
）。
す
な
わ
ち
、
新
規
参
入
や
増
車
と
い
っ
た
需
給

調
整
に
関
す
る
規
制
や
運
賃
・
価
格
規
制
な
ど
経
済
的

規
制
の
存
在
が
運
送
事
業
を
高
コ
ス
ト
体
質
と
し
新
規

の
サ
ー
ビ
ス
や
低
価
格
の
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
妨
げ
て

い
る
、
と
い
う
認
識
に
も
と
づ
き
、
そ
の
緩
和
な
い
し

廃
止
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
で
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム

が
機
能
し
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
（
事
業
者
）
の
創
出
と
悪

質
な
サ
ー
ビ
ス
の
淘
汰
が
実
現
す
る
と
主
張
さ
れ
た
。

経
済
的
な
規
制
の
緩
和
に
と
も
な
う
安
全
面
で
の
懸
念

に
対
し
て
は
、
社
会
的
な
規
制
の
強
化
で
対
応
可
能
と

さ
れ
た
。

　

も
っ
と
も
実
際
に
は
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。
参
入

コ
ス
ト
の
低
さ
や
、
運
転
者
の
労
働
条
件
に
負
担
を
転

嫁
で
き
る
と
い
う
条
件
も
あ
っ
て
、
規
制
緩
和
後
、
た

と
え
ば
タ
ク
シ
ー
や
貸
切
バ
ス
で
は
、
需
要
を
は
る
か

に
上
回
る
新
規
参
入
―
―
し
か
も
零
細
規
模
の
事
業
者

の
参
入
―
―
や
増
車
が
相
次
ぎ
（
図
表
４
）、
運
賃
は

下
落
し
た
。
政
府
は
、
規
制
緩
和
の
経
済
的
な
効
果
を

試
算
し
そ
の
政
策
効
果
を
喧
伝
し
た
も
の
の
、
現
実
に

は
、
そ
の
分
だ
け
運
転
者
の
労
働
条
件
が
悪
化
し
た
。

少
な
い
選
択
肢
の
な
か
で
採
用
さ
れ
た
コ
ス
ト
削
減
策

で
あ
る
老
朽
化
し
た
車
両
の
使
用
と
点
検
整
備
の
不
十

分
を
背
景
に
事
故
・
火
災
も
バ
ス
業
界
で
は
多
発
し
た
。

後
で
ふ
れ
る
と
お
り
、
規
制
緩
和
政
策
に
は
一
定
の
修

正
が
図
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
政
策
が
根
本
的
に
転
換

さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
深
刻
な
労
働
力
不
足
時
代
を

迎
え
て
、
労
働
力
の
無
尽
蔵
な
供
給
を
前
提
と
し
た
政

策
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

◆
―
運
転
労
働
の
特
質
と
低
下
す
る
賃
金
・
労
働
条
件

　

運
転
労
働
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
形
状
を
変
化

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
ヒ
ト
や
モ
ノ
を
空
間
的
に
移
動
さ

せ
る
こ
と
で
あ
る
。
迅
速
性
や
正
確
性
な
ど
は
も
ち
ろ

ん
で
あ
る
が
、
何
よ
り
も
安
全
性
が
要
求
さ
れ
る
。
そ

の
安
全
性
を
担
保
す
る
の
が
運
転
労
働
者
の
状
態
、
労

働
条
件
で
あ
る
。

　

自
ら
も
移
動
を
と
も
な
い
、
他
の
車
両
や
歩
行
者
も

通
行
す
る
空
間
で
仕
事
を
行
な
う
と
い
う
交
通
労
働
の

特
質
か
ら
運
転
労
働
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
不
利
な
条
件
に

あ
る
。
参
考
文
献
に
あ
げ
た
野
沢
・
小
木
編
（
一
九
八

〇
）
な
ど
、
産
業
衛
生
・
労
働
科
学
の
分
野
で
は
、
自

動
車
運
転
労
働
に
関
す
る
知
見
に
も
と
づ
き
問
題
点
の

是
正
が
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
根
本
的
な
対

策
は
と
ら
れ
ず
に
む
し
ろ
問
題
に
拍
車
を
か
け
る
か
の

よ
う
な
政
策
が
採
用
さ
れ
て
き
た
。

　

さ
て
、
政
府
統
計
で
運
転
労
働
者
の
労
働
条
件
を
確

認
し
よ
う
。
女
性
の
参
入
は
な
お
わ
ず
か
に
と
ど
ま
る

の
で
、
こ
こ
で
は
男
性
労
働
者
に
限
定
す
る
。

　

ま
ず
図
表
５
は
、
輸
送
モ
ー
ド
別
に
運
転
労
働
者
の

労
働
条
件
が
把
握
さ
れ
た
「
賃
金
構
造
基
本
統
計
」
に

よ
る
賃
金
、
労
働
時
間
等
の
整
理
で
あ
る
。
全
産
業
平

注　：数値は2014～16年度のもので概数。
出所：国土交通省『2017年度　交通政策白書』の図表1-30、
　　　図表1-32より作成。

図表２　各事業の規模等
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図表３　自動車運送業における規制緩和の内容

注　：対象はいずれも男性（図表9まで同様）。
出所：厚生労働省『2017年　賃金構造基本統計調査』より作成。

図表４　貸切バス事業及びタクシー事業における規制緩和後の業界動向

出所：国土交通省『2017年版交通政策白書』の図表1-37，1-38．
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均
に
比
べ
て
い
ず
れ
に
お
い
て
も
労
働
時
間
が
長
く
、

賃
金
水
準
が
逆
に
低
い
。
と
く
に
タ
ク
シ
ー
で
は
年
収

（
試
算
）
で
二
〇
〇
万
円
も
の
差
が
生
じ
て
い
る
。
ま

た
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る
と
（
図
表
６
）、
か
つ
て
全
産

業
平
均
を
上
回
り
職
業
運
転
者
の
な
か
で
も
「
花
形
」

で
あ
っ
た
バ
ス
で
は
、
年
収
は
一
九
九
四
年
を
ピ
ー
ク

に
そ
の
後
は
大
き
く
下
落
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
入
っ
て

逆
転
を
し
て
い
る
（
労
働
時
間
が
長
か
っ
た
の
で
時
間

当
た
り
賃
金
は
九
〇
年
代
初
頭
で
逆
転
）。

　

と
こ
ろ
で
自
動
車
運
送
業
の
賃
金
の
特
徴
は
、
固

定
給
部
分
が
小
さ
く
変
動
給
部
分
が
大
き
い
点
で
あ

る
。
運
転
者
の
労
働
意
欲
を
引
き
出
し
、
事
業
所
外
で

の
労
務
管
理
に
代
替
す
る
機
能
を
そ
れ
は
果
た
し
て
い

た
。
と
く
に
タ
ク
シ
ー
業
界
で
今
日
多
く
採
用
さ
れ

て
い
る
オ
ー
ル
歩
合
制
で
は
、
最
低
賃
金
や
時
間
外
・

深
夜
割
増
で
支
給
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
水
準
が
固

定
・
補
償
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
（
実
際
に
は
そ
れ

さ
え
も
支
給
さ
れ
ず
に
紛
争
に
発
展
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
）。
運
転
者
に
責
任
転
嫁
が
可
能
な
こ
う
し
た
弾
力

的
な
賃
金
シ
ス
テ
ム
が
、
規
制
緩
和
後
の
野
放
図
な
増

車
競
争
を
可
能
に
し
た
。

◆
―
長
い
労
働
時
間
と
過
労
死
の
発
生
状
況

　

事
業
者
を
対
象
と
し
た
調
査
で
あ
る
「
賃
構
」
に
対

し
て
、
労
働
者
を
対
象
に
行
な
わ
れ
、
よ
り
実
態
に
近

い
労
働
時
間
数
を
「
労
働
力
調
査
」
で
み
る
と
（
図
表

７
）、
週
六
〇
時
間
以
上
労
働
者
―
―
い
わ
ゆ
る
過
労

死
の
労
災
認
定
基
準
で
あ
る
月
八
〇
時
間
以
上
の
時
間

外
労
働
に
該
当
す
る
労
働
者
の
割
合
は
、
と
く
に
道
路

貨
物
運
送
業
で
高
く
、
三
割
を
占
め
る
。
し
か
も
減
少

傾
向
が
み
ら
れ
る
全
産
業
平
均
に
対
し
て
高
ま
り
で
あ

る
。
ま
た
、
図
表
に
は
示
し
て
い
な
い
が
、
月
別
の
変

動
も
あ
り
、
道
路
貨
物
運
送
業
で
は
二
〇
一
七
年
を
例

に
言
う
と
、
週
六
〇
時
間
以
上
割
合
は
、
五
、
六
月
に

は
二
七
・
二
％
に
ま
で
減
少
す
る
が
、
輸
送
量
が
多
い

一
二
月
に
は
三
三
・
六
％
に
ま
で
上
昇
す
る
。

　
「
労
調
」
と
は
異
な
り
五
年
に
一
度
の
低
頻
度
で
あ

る
も
の
の
、
調
査
規
模
が
大
き
い
就
業
構
造
調
査
の
結

果
で
み
る
と
（
図
表
８
）、
二
〇
〇
日
以
上
を
母
数
と

し
た
週
六
〇
時
間
以
上
の
雇
用
者
割
合
は
、
二
〇
一
二

年
値
に
比
べ
て
二
〇
一
七
年
に
は
低
下
し
て
い
る
も
の

の
、
と
り
わ
け
正
規
雇
用
者
で
値
が
高
い
（
非
正
規
雇

用
者
で
も
そ
の
値
は
一
割
を
超
え
る
点
も
確
認
し
て
お

き
た
い
）。
ま
た
、
道
路
貨
物
運
送
業
を
例
に
み
る
と
、

二
〇
〇
日
以
上
の
う
ち
「
二
五
〇
〜
二
九
九
日
」、
す

な
わ
ち
、
祝
日
な
ど
の
な
い
完
全
週
休
二
日
制
前
後
か

ら
そ
れ
以
下
に
該
当
す
る
日
数
の
者
が
多
く
を
占
め
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
長
時
間
労
働
や
運
転
者
の
高
齢
化
（
図
表

９
）
を
背
景
に
し
て
か
、
健
康
状
態
を
起
因
と
す
る
事

故
が
増
加
し
て
い
る
（
図
表
10
）。
ま
た
五
年
分
の
労

災
補
償
状
況
を
ま
と
め
た
図
表
11
の
と
お
り
、
脳
・
心

臓
疾
患
、
い
わ
ゆ
る
過
労
死
の
発
生
件
数
が
と
り
わ
け

道
路
貨
物
運
送
業
で
は
（
同
事
業
の
雇
用
者
規
模
を
考

え
て
も
）
抜
き
ん
出
て
い
る
。
し
か
も
支
給
決
定
割
合

の
高
さ
か
ら
は
彼
ら
の
過
酷
な
働
き
方
が
示
唆
さ
れ
る
。

　

な
お
、
仕
事
に
追
い
詰
め
ら
れ
本
来
は
被
害
者
で
あ

る
彼
ら
運
転
労
働
者
は
、
と
は
い
え
事
故
を
起
こ
せ
ば

加
害
者
と
し
て
処
分
さ
れ
る
点
に
、
交
通
労
働
者
の
労

働
災
害
の
特
異
性
が
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
広
義
の
労
働
条
件
が
敬
遠
さ
れ
業
界

で
は
労
働
力
不
足
が
深
刻
で
あ
る
。
全
職
業
の
有
効
求

人
倍
率
（
二
〇
一
七
年
各
月
の
平
均
値
）
が
一
・
二
八

で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
自
動
車
運
転
の
職
業
」
で
は

二
・
六
八
と
そ
の
倍
で
あ
る
（
厚
生
労
働
省
「
職
業
別

一
般
職
業
紹
介
状
況
（
常
用
（
除
パ
ー
ト
））」
よ
り
算

出
）。

図表６　「賃構」にみる運転労働者の年間収入（試算）の推移

普通・小型貨物
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運
転
労
働
者
の
労
働
時
間
規
制
の
現
状

　

規
制
緩
和
政
策
を
め
ぐ
っ
て
は
、
経
済
的
規
制
は
緩

和
し
て
も
社
会
的
規
制
の
強
化
で
対
応
は
可
能
で
あ
る
、

と
い
う
「
穏
和
」
な
主
張
も
聞
か
れ
た
が
、
運
転
労
働

者
の
社
会
的
な
規
制
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

　

ま
ず
労
働
分
野
の
規
制
に
関
し
て
は
、
周
知
の
と
お

り
、
日
本
の
労
働
時
間
法
制
で
は
、
労
使
で
協
定
を
締

結
す
る
こ
と
で
時
間
外
労
働
が
い
く
ら
で
も
延
長
が
可

能
だ
っ
た
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る
時
間
外
労
働
の
限
度

基
準
（
図
表
12
）
は
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
特
別
条
項

付
き
の
協
定
を
締
結
す
れ
ば
、
そ
れ
を
上
回
る
時
間
外

図表７　週60時間以上労働者割合の推移（2013～17年）

図表８　就業構造基本調査にみる、雇用形態別にみた長時間労働者・割合等

図表９　運転労働者の年令の推移

注　：15～64歳の男性雇用者を対象に、週60時間以上就業の者を、従業員全体で算出。
出所：総務省「労働力調査（各年平均値）より作成。

注　：60時間以上の割合は、200日以上を母数に算出。
出所：総務省「2017年　就業構造基本調査」より作成。

出所：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」より作成。

正規
雇用者

非正規
雇用者

正規
雇用者

非正規
雇用者
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雇用者

非正規
雇用者
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労
働
の
締
結
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
実
効
性
に
乏
し
い

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、「
自
動
車
の
運
転
の
業
務
」

に
は
、
延
長
時
間
限
度
の
適
用
が
そ
も
そ
も
除
外
さ
れ

て
い
た
。

　

と
は
い
え
、
職
業
運
転
者
（
雇
用
者
）
の
場
合
に
は
、

「
労
働
時
間
等
の
労
働
条
件
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
」
に
自
動
車
運
転
者
の
労
働
時
間
等
の
改
善
の
た

め
の
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。「
自
動
車
運
転
者
の

労
働
時
間
等
の
改
善
の
た
め
の
基
準
」（
平
元
・
二
・

九
労
告
七
号
、
本
誌
一
九
一
五
号
六
〇
頁
参
照
）、
通

称
「
改
善
基
準
告
示
」
で
あ
る
。
こ
の
告
示
で
、
拘
束

時
間
や
運
転
時
間
、
勤
務
と
勤
務
の
間
の
休
息
期
間

な
ど
に
規
制
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
図
表
13
）。
し
か

し
、
第
一
に
、
一
瞥
す
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
過
労
死

ラ
イ
ン
を
超
え
る
よ
う
な
水
準
の
低
さ
―
―
ト
ラ
ッ
ク

を
例
に
あ
げ
る
と
、
一
日
の
拘
束
時
間
は
原
則
一
三
時

間
、
最
大
一
六
時
間
（
一
五
時
間
超
え
は
一
週
二
回
以

内
）
で
、
一
ヵ
月
の
拘
束
時
間
は
二
九
三
時
間
ま
で
可

能
と
さ
れ
（
し
か
も
後
者
は
、
労
使
協
定
が
あ
る
と
き

は
、
一
年
の
う
ち
六
ヵ
月
ま
で
は
、
一
年
間
の
拘
束

時
間
が
三
五
一
六
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

三
二
〇
時
間
ま
で
延
長
可
）、
通
勤
時
間
を
含
む
休
息

期
間
は
八
時
間
以
上
設
け
ら
れ
て
い
れ
ば
可
、
さ
ら
に
、

休
日
労
働
は
二
週
間
に
一
回
以
内
で
可
と
い
う
規
制
水

準
な
の
で
あ
る
。
拘
束
時
間
と
労
働
時
間
の
違
い
は
あ

る
と
は
い
え
、
過
労
死
を
容
認
す
る
水
準
と
言
え
よ
う
。

そ
の
う
え
に
、
こ
れ
ら
の
基
準
に
違
反
し
て
も
直
接
的

な
罰
則
な
ど
は
存
在
し
な
い
と
い
う
実
効
性
の
問
題

（
た
だ
し
、「
改
善
基
準
告
示
」
を
引
用
す
る
か
た
ち
で

出所：厚生労働省「時間外労働の限度に関する基準」より作成。
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定
め
ら
れ
た
国
土
交
通
省
に
よ
る
「
事
業
用
自
動
車
の

運
転
者
の
勤
務
時
間
及
び
乗
務
時
間
に
係
る
基
準
」
で

は
、
違
反
事
業
者
に
は
行
政
処
分
が
課
さ
れ
る
）、
そ

し
て
、
実
際
に
、
違
反
が
広
く
確
認
さ
れ
る
こ
と
（
図

表
14
）
―
―
違
反
の
可
能
性
が
高
い
事
業
者
へ
の
集
中

的
な
監
査
結
果
に
よ
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
が
、
一
方

で
、
重
大
事
故
の
後
に
行
な
わ
れ
る
業
界
へ
の
調
査
結

果
を
鑑
み
る
と
、
法
令
違
反
は
水
面
下
で
常
態
化
し
て

い
る
と
い
う
判
断
に
無
理
は
な
い
と
思
わ
れ
る
―
―
さ

ら
に
、
同
じ
職
業
運
転
者
で
あ
り
な
が
ら
非
雇
用
者
は

対
象
と
な
ら
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

な
お
、
安
全
規
制
の
柱
で
あ
る
行
政
監
査
・
処
分
に

関
し
て
も
き
わ
め
て
不
十
分
に
推
移
し
て
き
た
。
軽
井

沢
バ
ス
事
故
が
発
生
し
た
時
点
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
ト

ラ
ッ
ク
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー（
個
人
タ
ク
シ
ー
を
含
む
）

な
ど
事
業
者
数
が
計
一
二
万
に
対
し
て
、
職
員
数
は
わ

ず
か
三
六
五
人
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
で
は
民

間
団
体
に
よ
る
適
正
化
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
は

い
え
、
規
制
緩
和
推
進
の
代
替
策
と
し
て
主
張
さ
れ
て

い
た
事
後
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
に
は
程
遠
い
状
況
で

あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

過
労
死
防
止
法
の
制
定
と 

自
動
車
運
転
労
働
者

　

今
般
成
立
し
た
働
き
方
改
革
関
連
法
以
前
の
二
〇
一

四
年
に
、
過
労
死
遺
族
や
そ
の
支
援
者
・
団
体
を
推
進

母
体
に
制
定
さ
れ
た
の
が
「
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進

法
」（
以
下
、
過
労
死
防
止
法
）
で
あ
る
。
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過
労
死
防
止
法
の
制
定
自
体
が
労
働
規
制
の
強
化
か

緩
和
か
を
め
ぐ
る
攻
防
で
あ
っ
た
（
制
定
過
程
の
中

心
に
お
ら
れ
た
関
西
大
学
名
誉
教
授
の
森
岡
（
二
〇

一
四
）
を
参
照
）。
そ
の
結
果
と
し
て
同
法
は
、
時
間

外
労
働
に
関
す
る
直
接
的
な
規
制
を
そ
の
内
容
と
す

る
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
最
終
的
に
そ
の
目
的
は
、

「
過
労
死
等
に
関
す
る
調
査
研
究
等
に
つ
い
て
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
過
労
死
等
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
推

進
し
、
も
っ
て
過
労
死
等
が
な
く
、
仕
事
と
生
活
を
調

和
さ
せ
、
健
康
で
充
実
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
の
で
き

る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
」
に
と
ど
ま
る
。

　

一
方
で
、
同
法
に
も
と
づ
き
「
過
労
死
等
の
防
止
の

た
め
の
対
策
に
関
す
る
大
綱
」
が
策
定
さ
れ
、
過
労
死

等
の
防
止
の
た
め
の
各
種
の
対
策
（
調
査
研
究
等
、
啓

発
、
相
談
体
制
の
整
備
等
、
民
間
団
体
の
活
動
に
対
す

る
支
援
な
ど
）
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
自
動
車
運
転
者

は
、
過
労
死
等
が
多
く
発
生
し
て
い
る
重
点
業
種
・
職

種
の
ひ
と
つ
と
し
て
分
析
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

今
般
の
働
き
方
改
革
の
流
れ
を
鑑
み
る
と
慎
重
な
評
価

が
必
要
だ
が
、
た
と
え
ば
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
週
労

働
時
間
六
〇
時
間
以
上
の
雇
用
者
の
割
合
を
五
％
以
下

と
す
る
な
ど
「
過
労
死
等
防
止
対
策
の
数
値
目
標
」
も

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
法
制
度
を
足
が
か
り
に
し
た
労

働
時
間
短
縮
の
取
組
み
が
関
係
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
点
に
関
わ
っ
て
労
働
科
学
分
野
に
お
け

る
課
題
を
一
つ
述
べ
る
と
、
た
と
え
ば
、
規
則
的
に
不

規
則
な
勤
務
に
従
事
す
る
の
が
一
般
的
な
乗
合
バ
ス
や
、

労
働
時
間
と
非
労
働
時
間
と
の
境
目
が
あ
い
ま
い
な
長

距
離
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
、
運
転
労
働
者
の
拘
束
時
間
・
労

働
時
間
の
位
置
と
長
さ
や
、
生
活
へ
の
影
響
な
ど
の
詳

細
な
把
握
で
あ
る
。

ま
と
め
に
代
え
て 

―
交
通
政
策
の
転
換
と
労
働
規
制
の
強
化
を

　

規
制
緩
和
政
策
に
よ
る
弊
害
へ
の
修
正
は
一
定
程
度

進
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
タ
ク
シ
ー
事
業
に
お
け
る

適
正
化
及
び
活
性
化
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
二
〇
〇

九
年
制
定
、
二
〇
一
三
年
改
正
）
や
、
重
大
事
故
を
う

け
て
の
貸
切
バ
ス
事
業
で
の
規
制
の
強
化
―
―
直
近
で

は
、
軽
井
沢
バ
ス
事
故
を
う
け
て
の
事
業
許
可
の
更
新

性
の
導
入
や
民
間
指
定
機
関
に
よ
る
適
正
化
事
業
の
実

施
な
ど
―
―
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
行
政
処
分
も
強
化

さ
れ
、
直
近
で
は
、
二
〇
一
八
年
七
月
よ
り
、
過
労
防

止
関
連
違
反
等
に
係
る
車
両
停
止
等
の
処
分
量
定
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
働
き
方
改
革
関
連
法
案
の
審
議
に
あ
わ
せ

て
、
自
動
車
運
送
業
に
お
け
る
長
時
間
労
働
の
是
正

に
向
け
た
議
論
・
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
図
表

15
）。
自
動
車
運
送
事
業
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
関

係
省
庁
連
絡
会
議
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
「
自
動
車
運

送
事
業
の
働
き
方
改
革
の
実
現
に
向
け
た
政
府
行
動
計

画
〜「
運
び
方
改
革
」
と
安
全
・
安
心
・
安
定
（
３
Ａ
）

の
職
業
運
転
者
の
実
現
〜
」（
二
〇
一
八
年
五
月
三
〇

日
）
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
で
も
、

運
転
労
働
者
の
不
足
を
背
景
に
、
不
公
正
な
商
慣
行
の

是
正
、
荷
主
等
と
の
協
力
や
運
送
業
者
間
の
共
同
輸
送

に
よ
る
拘
束
時
間
の
短
縮
化
な
ど
が
一
定
程
度
は
進
む

と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
以
上
は
、
自
動
車
運
送
業
に
お
け
る

規
制
緩
和
路
線
の
転
換
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
タ
ク
シ
ー
事
業
の
規
制
強
化
も
あ
く
ま
で

も
特
別
措
置
（
法
）
に
と
ど
ま
る
。
労
働
力
不
足
に
対

す
る
強
い
危
機
感
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
労
働
規
制
の

強
化
は
先
送
り
に
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
み
て
き
た
問

題
状
況
の
是
正
に
は
限
界
が
あ
る
。

　

労
働
規
制
の
弱
さ
が
需
要
を
大
き
く
上
回
る
供
給
を

可
能
に
し
、
引
き
下
げ
ら
れ
た
運
転
労
働
者
の
労
働
条

件
を
構
成
要
素
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
輸
送
体
系
が
労
働

規
制
の
強
化
を
困
難
に
す
る
、
と
い
う
悪
循
環
に
現
状

は
あ
る
。
そ
こ
か
ら
の
脱
却
、
す
な
わ
ち
、
交
通
政
策

に
お
け
る
規
制
緩
和
路
線
か
ら
の
転
換
と
、
人
間
ら
し

い
働
き
方
の
実
現
の
た
め
の
労
働
規
制
の
強
化
が
必
要

で
あ
る
。

（
参
考
文
献
）

＊　

安
部
誠
治
（
二
〇
一
七
）「
運
輸
産
業
の
安
全
と
労
働
問

題
―
―
貸
切
バ
ス
事
業
を
中
心
に
」
法
政
大
学
大
原
社
会

問
題
研
究
所
『
日
本
労
働
年
鑑
（
二
〇
一
七
年
版
）』
旬

報
社
。

＊　

川
村
雅
則
（
二
〇
一
二
ａ
）「
タ
ク
シ
ー
産
業
に
お
け
る

規
制
緩
和
路
線
の
破
綻
：
タ
ク
シ
ー
運
転
者
の
賃
金
・
労

働
条
件
を
ふ
ま
え
て
」『
労
働
法
律
旬
報
』
一
七
六
六
号

（
二
〇
一
二
年
四
月
号
）。

＊　

川
村
雅
則
（
二
〇
一
二
ｂ
）「
規
制
緩
和
と
交
通
労
働
：

高
速
バ
ス
ツ
ア
ー
事
故
が
問
う
も
の
」『
労
働
法
律
旬
報
』

一
七
七
七
号
（
二
〇
一
二
年
一
〇
月
号
）。
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＊　

川
村
雅
則
（
二
〇
一
七
）「
タ
ク
シ
ー
労
働
を
め
ぐ
る
問

題
」
太
田
和
博
ら
編
『
総
合
研
究
日
本
の
タ
ク
シ
ー
産
業

―
―
現
状
と
変
革
に
向
け
て
の
分
析
』
慶
應
義
塾
大
学
出

版
会
。

＊　

厚
生
労
働
省
（
二
〇
一
六
）『
平
成
二
八
年
版 

過
労
死

等
防
止
対
策
白
書
』
正
陽
文
庫
。

＊　

厚
生
労
働
省
（
二
〇
一
七
）『
平
成
二
九
年
版 

過
労
死

等
防
止
対
策
白
書
』
正
陽
文
庫
。

＊　

交
通
運
輸
政
策
研
究
会
（
二
〇
一
三
）『
安
全
な
貸
切
バ

ス
・
高
速
バ
ス
を
求
め
て
』
交
通
運
輸
政
策
研
究
会
。

＊　

交
通
運
輸
政
策
研
究
会
（
二
〇
一
六
）『
交
通
政
策
の
提

言
二
〇
一
六
―
―
人
口
減
・
災
害
多
発
時
代
の
日
本
の
交

通
』
交
通
運
輸
政
策
研
究
会
。

＊　

国
土
交
通
省
（
二
〇
一
七
）『
平
成
二
九
年
版 

交
通
政

策
白
書
』
勝
美
印
刷
株
式
会
社
。

＊　

野
沢
浩
・
小
木
和
孝
編
（
一
九
八
〇
）『（
労
働
科
学
叢

書
五
五
）
自
動
車
運
転
労
働
』
財
団
法
人
労
働
科
学
研
究

所
。

＊　

村
尾
質
（
一
九
八
二
）『
貨
物
輸
送
の
自
動
車
化
』
白
桃

書
房
。

＊　

森
岡
孝
二
（
二
〇
一
四
）「
大
詰
め
を
迎
え
た
過
労
死
防

止
基
本
法
制
定
運
動
」『
職
場
の
人
権
』
八
八
号
（
二
〇

一
四
年
一
〇
月
号
）。

＊　

森
岡
孝
二
（
二
〇
一
七
）「
こ
の
「
改
革
」
で
過
労
死
は

な
く
な
ら
な
い
」『
世
界
』
九
〇
一
号
（
二
〇
一
七
年
一

一
月
号
）。

＊　

労
働
調
査
会
出
版
局
（
二
〇
一
三
）『（
改
訂
五
版
）
自

動
車
運
転
者
労
務
改
善
基
準
の
解
説
』
労
働
調
査
会
。

（
か
わ
む
ら　
ま
さ
の
り
）
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